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上
河
東
地
区

(
町
体
育
祭
)

十
月
十
日
(
体
育
の
日
)
押
原
中
学
校
々
庭
で
第
二

十
三
田
町
体
育
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
空
の
下
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
二
十
四
種
目

に
わ
た
り
力
と
技
を
競
い
合
い
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し

て
お
り
ま
し
た
。

得
点
種
目
で
は
、
着
実
に
得
点
を
重
ね
た
上
河
東
地

区
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

。
成
積
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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位
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区

昭
和
五
十
九
年
度
の
体
育
功
労
者
は
次
の
方
で
す
。
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昭
和
五
十
八
年
度
の
昭
和
町
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
渇
水

対
策
特
別
会
計
・
老
人
保
健
特
別
会
計

の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

当
初
二
十
億
九
、

三
三
三
万
五
千
円

の
一
般
会
計
予
算
は
、
税
収
な
ど
の
伸

び
及
び
起
債
の
借
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、

決
算
収
入
額
は
二
十
七
億
五
、
九
四
二

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

わつよし報広

使用料及び手数料

2，478万7千円(0.9% ) 

こ
れ
に
対
し
て
、
支
出
額
は
二
十
六

億
九
、
七
九
二
万

三
千
円
で
、
前
年
度

と
同
じ
く
教
育
費
が
最
も
大
き
い
割
合

で
、
こ
れ
は
町
立
西
条
小
学
校
建
設
事

業
に
よ
る
も
の
で
す
。

翌
年
度
へ
の
繰
越
額
は
六
、

一
五

O

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

(
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和

五
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
グ

ラ
フ
と
表
を
使
っ
て
表
わ
し
ま
し
た
。
)

地方交付税

l億9，958万1千円

(7. 2 ~ぢ )
出金 1即 91一勝)

地方譲与税 2，099万1千円(0.7%) 

自動車取得税交付金 1，839万4千円(0.7労)

昭和54年度

昭和55年度

昭和56年度

昭和57年度

昭和58年度

固定資産税 町民税 電気税 町たばこ その他|
消費税

50，721円 48，568円 10，185円 3，371円 662円

紅霊童 慰E3 三五a 

盤襲撃選襲撃韓議選襲鞠畿韓議参
(単位:千円)老人保健特別会計
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費

(単位:干円)

客員金歳出科目

2.383 

12.383 

8.208 

8，208 

3.385 

3，385 

客員

山
一
同
一
山
一
仰
一

m
渇水対策特別会計

6.600 入収諸6，622 渇水対策費

6，600 入雑6，622 渇水対策費。
227 金越繰。費備予

。

支払基金交付金

支払基金交付金

国庫支出金

国庫負担金

繰 入 金

一般会計繰入金

県支出金

県 負 担

繰 越 金

繰越

諸収入

延滞金及加算金

預金利子

雑

金

金

288 。

歳出科目

医療諸費

医療

諸支出金

償還

総務費

総務管理費

予備費

予 備

諸

金。費

金

227 

総 6，827 

金

額

越繰

総

。
6，622 

費

額

備予
。
。入

一
額
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…一般会計八八
歳 入 (単位:千円)

.入科目 金 • 町 税 1.111.120 
固定資産税 496.510 

町 民 税 475.437 
電 気 税 99.698 
町た ば乙 消費税 32.994 
軽自動車税 5.996 
特別土地保有税 485 
カー ス 税 。

町 償 436.200 
町 債 436.200 

国庫支出金 349.681 
国庫補助金 299.796 

国委 庫負担金 45.503 
託 金 4.382 

繰 入 金 268.000 
他会計繰入金 268.000 

地方交付税 199.581 
地方交付税 199.581 

繰 越 金 136.913 
繰 越 金 136.913 

県 支出金 73.610 
県 縛 助 金 62.308 
委 託 金 5.741 
県 負 t1! 金 5.561 

分担金及負担金 54.501 
負 担 金 37.045 
分 担 金 17.456 

財 産収 入 32.456 
財産運用収入 32.456 
財産売払収入 。

諸 収 入 31. 695 
維 入 25.175 
町預金利子 6.187 
延滞金加算金及過料 333 

使用料及手数料 24.787 
使 用 料 21. 865 
証 紙 収 入 2.442 

手 数 料 480 
地方議与税 2 O. 9 91 

自動車重量譲与税 12.370 
地 方道 路譲 与税 8.621 

自動車取得税交付金 18.394 
自動車取得税交付金 18.394 

交通安全対策特別交付金 1.447 
交通安全対策特別交付金 1.447 

寄 手f 金 53 

寄 fサ 金 53 
軍軍 額 2.759.429 

歳出
歳出科目 金 額

教 育 費 1. 156.670 
学 校 費 989.373 

教育総務費 87.533 
保健体育費 39.094 
中 A子.. 校 費 21. 838 
社会教育費 18.832 

総 務 費 435.1 64 
総務管煙費 377.035 
徴 税 費 37.622 
戸 籍住民基本台帳費 9.878 
選 挙 費 6.008 
監査委員費 4.339 
統計調査費 282 

土 木 費 387.956 
道路矯りょう費 286.750 
都市計画費 64.643 
土木管理費 27.407 
河 )11 費 6.080 
住 宅 費 3.076 

公 債 費 183.680 
公 償 費 183.680 

民 生 費 166.600 
児童福祉費 98.861 
社会福 4止費 67.739 
災害救助費 。

農林水産業費 99.831 
農 業 費 99.831 

術 生 費 89.087 
保健衛生費 51.696 
清 掃 費 37.391 

t向 防 費 83.715 
t向 防 費 83.715 

議 メ~ 費 45.066 
議 ぷZ当"、 費 45.066 

諸 支出金 34.607 
普通財産取得嘗 34.607 

商 工商 費 15.547 
工 費 15.547 

災害復旧費 。
災害復旧費 。

予 備 費 。
予 備 費 。

坐 111 2697923 

広報 しようわ

消防費 8，371万5千円
( 3.1 % ) 

衛生費8，908万7千円
( 3.3労)

農林水産業費

9，983万I千円
( 3.7 %) 

民生費

1億6，660万円

( 6.25ぢ)

丸三宇佐i
cdUね

出金

0万7千円(1.3%) 

商工費

1，554万7千円
(0.65ぢ)

国民健康保険特別会計 (単位:千円)

歳出科目 金 客員
保健給付費 21.5，677 国庫支出金 183，304 

療 養 諸 費 195，979 国 庫 負 担 金 162，274 
品額療養費 14，653 国 庫 補 助 金 21，030 
助 産 費 4，400 国民健康保険税 121，958 ! 

葬 祭 費 645 国民健康保険税 121，958 
老人保健拠出金 56，865 繰 越 金 14，693 

老人保健拠出金 56，865 繰 越 金 14，693 
総務費 9，677 諸 収 入 5.500 

総務 管 理 費 8，662 雑 入 3，113 
徴 税 費 786 預 金 利 子 2，387 
趣旨普及費 150 延滞金加算金及過料 。
運営協議会費 79 県支出金 786 

基金積立金 2.300 県 補 助 金 786 
基 金 積 立 金 2.300 分担金及負担金 280 

保健施設費 1，237 負 担 金 280 
保 健 施 設 費 1，237 使用料及手数料 53 

諸支出金 63 手 .数 料 53 
償還金及還付加算金 63 繰 入 金 。
延 滞 金 。 他会計繰入金 。
繰 出 金 。 基金繰入金 。

公債費 。
一般公債費 。

予備費 。
予 備 費 。
総 額 285，819 総 額 326，574 



望
月
さ
ん
は
、
学
校
の
校
章
が
源
氏

ボ
タ
ル
で
あ
り
、
ま
た
、
校
歌
に
も
「
ゆ

か
り
あ
る
源
氏
ボ
タ
ル
j
i
-
-
・
」
と
歌

わ
れ
て
い
る
乙
と
に
関
心
を
も
た
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
の
始
め
ま
で
鎌
田
川
の

川
岸
に
数
万
匹
も
の
ホ
タ
ル
が
住
ん
で

い
て
昭
和
五
年
に
は
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
昔
の
乙
と

を
図
書
館
で
勉
強
し
た
。
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現
母
車
で
思
わ
ぬ
事
故

っ
か
り
か
け
る
べ
き
と
乙
ろ
、
不
完
全

だ
っ
た
た
め
に
、
押
し
手
棒
と
フ
レ
ー

ム
の
あ
い
だ
に
す
き
間
が
で
き
て
、
そ

こ
に
指
を
は
さ
ん
だ
も
の
の
よ
う
で
す
。

後
遺
障
害
は
は
級
。
使
用
期
間
は
二
年

七
カ
月
。

お
子
さ
ん
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ

た
お
母
さ
ま
方
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か

り
か
と
お
察
し
し
ま
す
。
実
際
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
か
け
忘
れ
や
赤
ち
ゃ
ん
を

一乗
せ
た
ま
ま
持
ち
上
げ
る
乙
と
、
組
立
る
と
き
も
時
々
読
ん
で
み
て
、
間
違
つ

が
ホ
ン
の
ち
ょ
っ
と
不
完
全
だ
っ
た
乙
た
使
い
方
を
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

と
な
ど
は
誰
で
も
ウ
ッ
カ
リ
や
っ
て
し
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
い
そ
う
な
乙
と
で
す
。
乙
れ
ら
事
故
赤
ち
ゃ
ん
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
か
ら
で

の
原
因
を
「
な
ぜ
」
と
っ
き
つ
め
て
い
は
遅
い
の
で
す
。

く
と
、
使
い
な
れ
て
い
る
製
品
で
あ
る

た
め
の
使
用
者
側
に
生
じ
た
気
の
ゆ
る

み
に
行
き
つ
き
ま
す
。

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
歩
行
で
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
め
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。

乳
母
車
に
限
り
ま
せ
ん
が
製
品
は
メ

ー
カ
ー
等
が
違
え
ば
構
造
も
当
然
異
な

昭和 59年11月 1日発行 (4)

赤
ち
ゃ
ん
の
重
要
な
生
活
用
品

「乳

母
車
」
で
思
わ
ぬ
事
故
が
起
乙
っ
て
い

ま
す
。事

例

1
乳
母
車
に
乗
せ
た
赤
ち
ゃ
ん

に
晴
乳
び
ん
を
持
た
せ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
道
を
あ
る
い
て
い
た
ら
、
赤
ち
ゃ
ん

が
乙
ろ
げ
落
ち
、
割
れ
た
晴
乳
び
ん
で

五
針
縫
う
け
が
。
使
用
期
間
約
一
年
。

事
例
2
駅
の
階
段
を
降
り
よ
う
と
し

て
日
よ
け
部
を
持
っ
た
ら
、
日
よ
け
の

パ
イ
プ
が
は
ず
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
が
乳
母

車
ご
と
転
落
。
乳
母
車
は
借
り
も
の

で
、
こ
の
お
母
さ
ん
が
日
頃
使
っ
て
い

た
も
の
は
抜
け
な
い
と
の
こ
と
。
赤
ち
ゃ

ん
は
脳
内
出
血
で
入
院
。
使
用
期
間
六

カ
月
。事

例
3
赤
ち
ゃ
ん
を
乳
母
車
に
乗
せ

て
マ
ン
シ
ョ
ン
前
の
段
差
を
上
る
た
め
、

押
し
手
棒
を
下
方
に
押
し
た
と
乙
ろ
、

赤
ち
ゃ
ん
の
悲
鳴
。
乳
母
車
を
段
差
の

上
に
お
い
て
急
い
で
み
た
と
こ
ろ
、
右

手
薬
指
が
ち
ぎ
れ
て
い
ま
し
た
。
折
た

た
み
式
の
も
の
な
の
で
止
め
金
具
を
し

少
年
の
主
張
山
梨
県
大
会

山梨県民会議表彰

わ-つよし報広

押原中学校三年

望月美恵さん

そ
乙
で
源
氏
ボ
タ
ル
の
校
章
を
胸
に

卒
業
さ
れ
た
先
輩
達
と
共
に
、
生
徒
の

心
の
よ
り
ど
乙
ろ
、
そ
し
て
大
き
く
発

展
し
つ
つ
あ
る
町
民
の
心
の
よ
り
ど
ζ

ろ
と
す
る
た
め
に
も
、
今
一
度
私
達
の
手

で
よ
み
が
え
ら
せ
名
実
共
に
ホ
タ
ル
の

町
と
呼
ば
れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

訴
え
た
主
張
が
少
年
の
主
張
山
梨
県
大

会
で
見
ご
と
優
秀
賞
に
輝
や
き
ま
し
た
。

十
月
五
日
釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動

場
で
秋
季
昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
l
ト

ボ
1

ル
大
会
(
町
主
催
)
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

乙
の
大
会
に
は
十
二
地
区
か
ら
二
十

四
チ
l
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

優

勝

築

地

新

居

A
チ
1
ム

準
優
勝
西
条
新
田

B
チ
1

ム

三

位

築

地

新

居

B
2
チ
l
ム

赤ちゃんをのせたまま

もちあげないでf

ま
た
老
人
ク
ラ
ブ
選
抜
チ
l
ム
は
、

八
日
竜
王
町
釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

行
わ
れ
た
第
四
回
中
巨
摩
郡
老
人
ゲ
ー

ト
ボ
l
ル
大
会
へ
出
場
健
闘
し
、
第
三

p

位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

¥
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E
E
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g
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…
第
一
回
運
動
会
を
開
催

ψ

本
年
四
月
開
校
し
た
町
立
西
条
小
学

川
校
の
第
一
回
運
動
会
が
十
月
七
日
同
校

N

校
庭
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

れ
秋
空
の
下
、
児
童
達
は
各
種
競
技
に

吋
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。 釜無工業団地公園運動場にて

で;松長 サヲキ;ボ仲1ルり叫ダ戦:結果:旬、/川~}
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線
鶴
隷
諜
謀
議
議
議
談
総
議
総
謀
議
議
総
謀
議
議
謀
総
謀
議
縦
一
銭
総
鶏
議
縦
一

九
九
一

m一
康
一
九
国
型

一
%お
譲
一
議
袋
一
部
索
察
室

郷

土

研

究

部

長

雨

宮

侍

司

筆

六
つ
の
分
身
を
考
え
て
六
地
蔵
と
し
て

信
仰
す
る
乙
と
は
平
安
末
期
に
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
中
略
|
寺
院
の
門
前

や
墓
地
入
口
に
一
般
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
室
町
末
期
か
ら
で
あ
る
。

石
造
六
地
蔵
に
は
、
丸
彫
り
像
、
舟
形

光
背
(
仏
像
の
背
後
に
あ
る
光
背
(
俗

に
御
光
と
い
う
)
で
舟
事
乞
し
た
も
の
〕

浮
彫
り
像
を
六
体
並
べ
た
も
の
、
一
石

に
六
体
並
べ
て
彫
っ
た
も
の
、
石
憧
に

彫
っ
た
も
の
、
角
柱
の
三
面
に
二
体
ず

つ
彫
っ
た
も
の
、
三
体
ず
つ
二
石
に
彫

っ
た
も
の
、
灯
寵
の
火
袋
に
彫
っ
た
も

の
な
ど
種
種
あ
る
。
」

県
内
に
現
存
す
る
石
仏
中
、
最
も
多

い
の
が
六
地
蔵
憧
(
石
憧
)
で
、
当
町

に
も
数
基
あ
る
。
石
憧
と
は
何
か
と
い

う
こ
と
に
付
て
、
日
本
石
仏
事
典
で
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
石
憧
の
名
称
の
起
り
は
、
お
寺
の

し
ゅ
み
だ
ん

須
弥
壇
(
寺
院
の
仏
殿
の
、
仏
像
を
安

置
す
る
壇
)
の
飾
り
に
見
ら
れ
る
細
長

い
布
製
の
憧
幡
(
と
ば
り
。
た
れ
ぎ
ぬ
。

は
た
)
が
六
組
ま
た
は
八
組
を
合
わ
せ

た
形
と
し
て
石
造
物
に
な
っ
て
現
わ
れ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
中
略
|
石
憧
は
重

制
と
単
制
の
二
つ
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。

重
制
は
基
礎
・
竿
・
中
台
・
叡
酔
(
仏

像
を
納
め
る
厨
子
)
笠
・
宝
珠
よ
り
な

り
、
単
制
怯
基
礎
・
憧
身
・
笠
・
宝
珠

の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
前
者
の
外

形
が
灯
寵
に
似
て
い
る
が
、
石
憧
の
場

合
は
笠
に
ワ
ラ
ビ
手
(
拳
の
よ
う
に
曲

わ

今
回
は
六
地
蔵
に
つ
い
て
調
べ
て
み

ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
九
月
三
日
付

h
m県

政
だ
よ
り
「
ふ
れ
あ
い
」
の
、
お
茶
の

間
の
民
俗
学
@
に
て
「
六
地
蔵
」
の
解

説
が
、
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
お
地
蔵
さ
ん
は
、
こ
の
世
と
あ
の

世
の
境
に
い
て
あ
の
世
に
向
う
者
に
道

を
訓
し
て
く
だ
さ
る
、
尊
い
仏
さ
ま
だ

と
い
う
。
人
間
は
あ
の
世
に
行
く
と
、

人
間
界
で
生
き
て
い
た
と
き
の
行
い
で
、

担
膨
・
勝
船
・
酌
-
出
ρ
仇
紗
・
人
間
・

天
上
の
六
つ
の
道
に
仕
分
け
ら
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
罪
の
つ
ぐ
な
い
を
さ
せ
ら
れ

る
。
六
地
蔵
さ
ん
は
乙
の
六
つ
の
道
の
、

ど
の
道
に
向
け
ら
れ
る
者
に
も
、
優
し

い
導
き
を
与
え
て
く
れ
る
地
蔵
さ
ん
と

し
て
、
古
く
か
ら
民
間
の
厚
い
信
仰
を

集
め
て
い
た
。
も
と
は
村
々
の
辻
に
杷

ら
れ
て
い
た
が
、
時
の
流
れ
に
追
わ
れ

た
地
蔵
さ
ん
た
ち
は
い
ま
、
寺
の
境
内

に
集
ま
っ
て
い
る
。
」

庚
申
懇
話
会
編
日
本
石
仏
事
典
に
よ

り
ん
ね
て
ん
し
よ
う

る
と
「
地
蔵
が
六
道
を
輪
廻
転
生
す
る

し
ゅ
じ
よ
う

衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
乙
と
か
ら
、

-つよし報広(5 )昭和 59年11月 1日発行

西条一区浄慶寺墓地入口

りり
の巻
ワい
ラ fこ
ビ里き

J蕨Z
が |
な芽
いを
乙出

と主
宰れま
蔀ぷか

に
火
口
が
な
い
と
と
、
竿
に
節
が
見
当
り

れ
な
い
乙
と
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。
中

略
|
石
憧
が
普
及
す
る
の
は
室
町
時
代

に
入
っ
て
か
ら
で
、
地
蔵
信
仰
と
結
び

つ
き
、
六
地
蔵
を
各
面
に
彫
り
出
し
た

重
制
石
憧
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

中
略
l
江
戸
時
代
前
期
の
明
暦
ど
ろ
を

中
心
と
し
て
、
六
地
蔵
の
重
制
石
憧
が

造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
。

合龍
部
の
中
を

く
り
抜
き
、
石
仏
像
を
安
置
す
る
形
式

を
と
っ
て
い
る
。
(
以
上
事
典
の
解
説

を

一
部
省
略
、
及
び
要
約
し
た
。
又
(
)

の
註
釈
は
広
辞
苑
に
よ
る
。
)

山
梨
県
の
石
憧
の
多
く
は
憧
身
が
円

柱
状
で
、
当
町
の
場
合
は
、
築
地
新
居

源
光
寺
入
口
の
も
の
が
六
角
柱
で
、
他

は
、
円
柱
状
の
重
制
石
憧
で
あ
る
。

西
条
一
区
日
蓮
宗
妙
源
寺
本
堂
前
向

っ
て
左
側
の
石
憧
は
、
円
柱
状
の
憧
身

で
は
、
有
銘
の
も
の
が
少
な
い
な
か
で
、

応
永
十
八
季
(
一
四
一
一
年
)
辛
卯
十

一
月
十
五
日
の
銘
が
あ
り
、
乙
の
種
の

も
の
で
は
、
山
梨
県
で
古
い
も
の
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
植
松
又
次
著

甲
斐
の
石
造
美
術
に
よ
る
と

合間
札
・
笠

・
宝
珠
が
、
村
誌
で
は
笠
・
宝
珠
が
欠

け
て
い
る
と
し
て
あ
る
が
、
現
在
は
、

往
時
の
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が

一
部
揃
し
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
寵
部
に
は

六
地
蔵
が
浮
彫
り
し
て
あ
る
。
同
じ
く

西
条
二
区
浄
土
宗
浄
慶
寺
墓
地
入
口
に

あ
る
石
憧
(
六
地
蔵
憧
)
は
、
火
袋
風

の
寵
部
内
部
に
、
六
地
蔵
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。
紙
漉
阿
原
本
誓
寺
境
内
入
口

の
六
地
蔵
憧
は
、
元
は
前
の
川
岸
に
あ

っ
た
も
の
を
、
倒
れ
た
の
で
門
柱
の
中

へ
動
座
し
た
が
、
そ
の
時
一
部
不
足
し

石
憧
の
組
立
順
序
を
間
違
え
た
よ
う
に

思
う
。

寵
部
に
は
、
六
地
蔵
が
浮
彫
り

さ
れ
て
い
る
が
、
大
分
磨
滅
し
て
い
る

の
で
、
相
当
古
い
も
の
と
思
う
。
同
じ

く
紙
漉
阿
原
旧
か
ま
く
ら
街
道
記
念
碑

の
あ
る
辻
の
六
地
蔵
憧
は
、
宝
珠
・
部

ば
な花

(
宝
珠
の
下
に
あ
る
花
形
の
飾
り
)

・
笠
・
寵
部
(
六
地
蔵
が
浮
彫
り
さ
れ

西条一区妙源寺境内

て
い
る
)
・
中
台
・
竿
・
基
礎
と
全
部

揃
っ
た
立
派
な
石
憧
で
、
区
民
の
信
仰

の
ま
と
で
あ
り
、
区
の
合
社
祭
に
は
、

地
蔵
尊
と
し
て
お
祭
り
し
て
い
る
。
な

お
石
憧
で
は
な
い
が
、
江
戸
中
期
以
後

に
盛
行
す
る
高
さ
三

0
セ
ン
チ
位
の
絵

馬
型
六
地
蔵
が
あ
る
。
乙
の
絵
馬
型
に
、

六
地
蔵
を
刻
し
た
も
の
の
多
い
の
は
、

山
梨
県
の
特
色
の
よ
う
で
あ
る
。
築
地

新
居
臨
済
宗
香
積
寺
本
堂
前
に
あ
る
石

紙漉阿原旧かまくら街道跡

(
六
地
蔵

紙漉阿原本誓寺入口

憧
は
、
火
袋
風
の
寵
部
が
あ
り
、
別
の
と

乙
ろ
に
六
地
蔵
像
が
あ
る
。
ζ

の
義
は

往
時
の
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、

が
ん
ぶ

合間
部
内
部
に
六
地
蔵
を
玄
直
す
べ
き
も
の

の
よ
う
に
思
う
。
又
墓
地
入
口
に
は
絵

馬
型
六
地
蔵
が
あ
る
。
河
東
中
島
曹
洞

宗
浅
間
寺
入
口
に
も
乙
の
絵
馬
型
六
地

蔵
が
あ
る
。
築
地
新
居
源
光
寺
入
口
の

石
憧
は
宝
珠
が
な
く
、
笠
は
別
の
と
こ

ろ
に
あ
る
。
憧
身
は
六
角
柱
で
、
単
制

の
よ
う
に
思
う
が
、
は
っ
き
り
は
分
ら

な
い
。
そ
の
他
飯
喰
曹
洞
宗
浄
安
寺
に

あ
る
。
竿
に
地
蔵
菩
薩
と
刻
字
さ
れ
て

い
る
が
、
竿
・
中
台
は
往
時
の
も
の
と

思
え
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
村
誌

掲
載
分
と
違
っ
て
い
る
よ
う
で
、
村
誌

で
は
灯
寵
と
な
っ
て
い
る
。
河
西
旧
地

蔵
堂
畦
に
一
基
あ
る
も
倒
れ
て
い
て
は

っ
き
り
し
な
い
。

以
上
紙
面
や
日
限
の
制
約
と
、
勉
強

不
足
も
あ
っ
て
、
不
備
の
点
が
非
常
に

多
い
。
各
位
の
ど
指
導
、
ご
教
示
を
是

非
と
も
お
願
い
致
し
ま
す
。

参
考
文
献
|
昭
和
村
誌
、
広
辞
苑
、

大
護
八
郎
監
修
日
本
の
石
仏
(
甲
信
・

東
海
篇
)
庚
申
懇
話
会
編
日
本
石
仏
事

典
・
甲
斐
の
石
造
美
術
(
植
松
又
次
氏

著
)
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せ

《
税
務
署
か
ら
の
お
知
せ
《
《
《

グ
白
色
申
告
者
で
あ
っ
て
も

記
帳
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
グ

わ

昭
和

ω年
度
の
所
得
税
法
の
改
正
に

よ
り
白
色
申
告
者
の
内
事
業
所
得
者
、

不
動
産
所
得
者
及
び
山
林
所
得
者
に
つ

い
て
次
の
新
ら
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

⑨
記
帳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
及
び
山
林

所
得
の
合
計
所
得
金
額
が

3
0
0万
円

以
上
の
人
で
昭
和
見
年
分
の
確
定
申
告

書
等
を
提
出
し
て
い
る
人
は
昭
和
印
年

1
月

1
日
か
ら
、
ま
た
、
昭
和

ω年
分

か
ら
確
定
申
告
書
等
を
提
出
す
る
人
は

昭
和

ω年
4
月

1
日
か
ら
総
収
入
金
額

及
び
必
要
経
費
に
関
す
る
簡
易
な
記
帳

を
行
う
と
と
も
に
そ
の
帳
簿
を

7
年
間

自
宅
又
は
事
業
所
に
保
管
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⑨
帳
簿
書
類
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
及
び
山
林

所
得
の
合
計
所
得
金
額
が

3
0
0万
円

未
満
の
人
で
昭
和
同
年
分
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
人
は
昭
和

ω年
1

月
1
日
か
ら
、
ま
た
、
昭
和
印
年
分
か

ら
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人
は
昭
和

ω年
4
月
1
日
か
ら
そ
の
業
務
に
関
す

-つよし報広

し

月21 2 1 月211 1 月11 
月210 1 月

20 

で制度説聖記帳「 し度上制 し 提出し 書d支計fぶ七tる 59ず 提出し確書定Z書訳を し 提出し 金額報告書」 え金額産得不動所き必要 な し し

日 日 日 日 日

時13 時13 1時3 1時3 
時 てのたな 人べなたなる のい な

御席だ出く 青色告会申記左の概要や 。ればけ 1え 従来は年分以降き ればけ 。ればけ 人はの 人ない 人 た。れはけ 5 時15 
時

時15 15 間
時

日記帳 な かの業務を な な 昭和計額が合 で な年宅間自

館民櫛央公形附中I 府公民館市北甲

韮 甲
|崎 府 場 さの程 ら ら行ら らを 60 あ ら

市
公南

い にのな に つな な 3 :q::: 5 つ な又

民
ぷZミL 民 所 催開 税り こ付添 し い林山人付添 乙 15以降 事も な 乙事
館 館 得 とててる と日 けと

こ
れ
ま
で
農
業
所
得
標
準
は
、
耕
作

面
積
を
基
礎
と
し
た
方
法
で
所
得
金
額

を
算
出
す
る
様
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
水
稲
、
普
通
畑
、
総
合
野
菜
畑
を

倒
什
全
種
目
に
つ
い
て
は
、
昭
和
回
年

分
か
ら
は
、
各
々
の
収
入
金
額
を
基
礎

と
し
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
方
法
に

変
更
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
変
更
内
容

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

。
変
更
前

耕
作
面
積
×
単
位
当
り
所
得
標
準

額
日
所
得
金
額ム

ヤ

一「面積課税方式Jと「収入金課税方式」
との適用方法の具体例一

開 示方法

面積課税方式| 収入金課税方式

lOa当り 200，000円k収入金額x90労)一(耕作面積 X70，000円)

(設例)

。
変
更
後(

収
入
金
額
×
仮
定
所
得
率
)
|

(
耕
作
面
積
×
単
位
当
り
固
定
経

費

)
H所
得
金
額

な
お
「
仮
定
所
得
率
」
お
よ
び
「
固

定
経
費
」
に
つ
い
て
は
、
毎
年

2
月
上

旬
に
税
務
署
よ
り
開
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
「
標
準
外
経
費
(
耕
う
ん
機
、

田
植
機
等
)
」
お
よ
び
「
個
別
に
実
額

を
控
除
す
る
標
準
外
経
費
」
に
つ
い
て

は
、
乙
れ
ま
で
と
同
様
の
扱
い
と
な
り

ま
す
が
、
農
業
用
自
動
車
に
つ
い
て
は

「
償
却
費
」
相
当
額
に
つ
い
て
個
別
に

計
算
の
う
え
控
除
す
る
乙
と
と
な
り
ま

す。

r¥ 耕作
所 f尋 金 額

面積 収入金額 面積課税方式 収入金課税方式

a 
円 30a X 200，000円

A農家 30 

303 X 200，000円
B農家 30 900，000 I =600.000円

30a x 200，000円
C農家 30 600，000 I ===600.000円

20a X 200，000円
D農家 20 800，000 I =400，000円

20a X 200，000円
E農家 20 600，000 I =400，000円

20a X 200，000円
F農家 20 400，000 I =400，000円

秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動

円
月
お
日
細
川
f

}

ロ
月
2
日
制

火
災
が
多
発
す
る
季
節
と
な
り
「
H

あ

と
で
H

よ
り
H

い
ま
H

が
大
切
火
の
始
末
」

の
統

一
標
語
の
も
と
に
十

一
月
二
十
六
日

か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
全
国
一
斉
に
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
防
火
防
災
意
識
を
高
め
て
、
痛

ま
し
い
焼
死
事
故
や
尊
い
財
産
を
失
う

乙
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

'Z

期
間
中
は
、
次
の
重
点
目
標
の
も
と

に
消
防
訓
練
、
立
入
検
査
、
防
災
教
室
、

そ
の
他
行
事
を
展
開
し
ま
す
。
皆
様
も

機
会
あ
る
ご
と
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

3

し
ょ
v

つ。〔
重
点
目
標
〕

O
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た
死

犯

傷

防

止

対

策

の

徹

底

目
↓
寸
つ
ω

町
内

O
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策

ゆ

U

の
推
進

区
担

=

4

，A

綜

M
U
O防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全
の

九

州

か

確

保

た
曾

O
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

?し。-、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

土
品
い

れ
ソ
キ
C

あ
下

が
て

点
せ

い
わ

な
合

ら
い

一・4
日
計
.

4
'
日
目
い

7
」

7
」

り
当

分
担

お
税

米

同
の
無
料
検
診
と
相
談

。

日

時

昭

和

五

十

九

年

十

一

月

十

八
日
(
日
)
午
前
九
時
か
ら

O
場

所

山

梨

医

科

大

学

O
対
象
者
県
下
の
目
の
不
自
由
な
子

供
か
ら
老
人
ま
で

O
検
診
医
山
梨
医
科
大
学
眼
控
医
師
団

O
申
し
込
み
先
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

甲
府
市
下
飯
田
二
|
十
|
一

電
二
二
|
三
五

O
二



健
康
保
険
法
等
の
一

部
改
正
(
十
月
一
日
よ
り
)

わ

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
退
職
者
医
療
制
度
が
去
る
十
月

一
日
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
は

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
(
被
保
険
者
)

で
長
い
間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な

ど
か
ら
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
と
そ

の
家
族
は
退
職
被
保
険
者
及
、
び
そ
の
扶

養
家
族
と
し
て
、
七
十
歳
に
な
っ
て
老

人
保
健
に
移
る
ま
で
退
職
者
医
療
制
度

と
い
う
新
し
い
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
は
、
年
金

の
受
給
権
の
発
生
し
た
日
と
な
り
ま
す

が
、
年
金
受
給
権
が
発
生
す
る
と
年
金

裁
定
の
保
険
者
よ
り
年
金
証
書
等
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
受
領
後
十
四
日
以

内
に
世
帯
主
は
役
場
に
所
定
の
届
出
書

に
年
金
証
書
を
添
え
て
届
出
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
退
職
被
保
険
者
と
生
活
を

共
に
し
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
の
収

入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
る
配
偶

者
、
そ
の
他
三
親
等
内
の
親
族
の
方
は

対
象
に
な
り
ま
す
。

診
療
の
う
け
方
は
保
険
者
証
と
今
回

交
付
し
た
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
次
の
様
な
負

担
に
な
り
ま
す
。

-つよし報広( 7 )昭和 59年11月 1日発行

O
退
職
被
保
険
者
本
人
:
・
医
療
の
二
割

O
扶
養
家
族
・
・
・外
来
は
医
療
費
の
三
割

・
:
入
院
は
医
療
費
の
二
割

保
険
税
は
一
般
の
国
保
の
被
保
険
者

の
算
定
方
法
に
準
じ
算
出
さ
れ
世
帯
単

位
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
の
世
帯

に
一
般
の
被
保
険
者
と
退
職
被
保
険
者

が
い
る
場
合
は
両
方
の
合
算
額
を
世
帯

主
に
賦
課
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
乙
れ
か
ら
退
職
さ
れ
年
金
を

受
給
さ
れ
る
方
は
受
給
権
が
発
生
と
同

時
に
届
出
を
し
て
退
職
者
医
療
制
度
で

受
診
し
て
下
さ
い
口

勤
め
を
や
め
た
ら
国

民

年

金

へ

(

ど

の

制

度

に

も
つ
な
が
り
ま
す
)

現
在
わ
が
国
に
は
八
つ
の
公
的
年
金

制
度
が
あ
り
二
十
才

1
五
十
九
才
ま
で

の
人
は
必
ず
い
ず
れ
か
の
制
度
に
加
入

す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
国
民
の
だ
れ
も
が
年
金
を
受
け

ら
れ
る
国
民
皆
年
金
体
制
が
確
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

加
入
す
る
年
金
制
度
は
職
業
に
よ
っ

て
決
ま
っ
て
お
り
会
社
、
工
場
に
勤
め

て
い
る
人
は
厚
生
年
金
に
、
公
務
員
は

共
済
組
合
に
、
農
業
や
自
営
の
人
は
国

民
年
金
に
加
入
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。老

令
年
金
を
受
け
る
に
は
厚
生
年
金
-

共
済
組
合
で
は
二
十
年
以
上
、
国
民
年

金
で
は
二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
。
し

か
し
、
長
い
間
に
は
職
業
を
変
え
違
っ

た
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
一
つ
の
制
度
で
は

加
入
期
間
が
不
足
し
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

「口口口口口亡2

1三号〆1
14皇室会i
L園甲府電報電話局 』

-
就
業
に
す
ぐ
役
に
立
つ

j
/

/

ヤ

ス

ミ

:

:

:

:

:

:

/

/
ダ
イ
ヤ
ル
リ
ン
キ
ン
グ
ミ
シ
ン

J

/

/

/

講

習

あ

ん

な

い

セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
職
・
パ
l
卜
等

で
働
ζ

う
と
さ
れ
る
婦
人
を
対
象
に
各

種
の
相
談
・
あ
っ
せ
ん
・
技
術
講
習
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就
業
を
希
望
す
る
家
庭
婦
人
の
皆
さ

ん
、
よ
り
よ
い
条
件
で
働
く
た
め
、
乙

の
機
会
に
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

0

0
内

容
ヤ
ス
ミ
・
ダ
イ
ヤ
ル
リ
ン
キ
ン
グ
ミ

シ
ン
種
類
、
各
種
基
礎
編
、
袋
編
、

ゴ
ム
編
、
東
衿
等
の
編
み
方
、
総
ま

と
め

。

日

程

十
一
月
五
日
開

1
十
二
月
四
日
肉
二

十

一
日
間
(
午
前
九
時
三
十
分

1
午

後
三
時
、
た
だ
し
土
・
日
・
祝
日
は

休
講

。
開
講
場
所

県
立
婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ
ー

O
受
講
料

無
料
(
教
材
費
受
講
者
負
担
)

O
申
込
先

県
立
婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
塩
部
三
丁
目
一
ー
ー
四

宮
五

一
|
三
二
二
二

。
託
児
施
設

受
講
者
が
同
伴
す
る
六
才
ま
で
の
子

供
さ
ん
を
無
料
で
あ
ず
か
り
ま
す
。

本
年
産
米
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
豊
作

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
収
穫
期
と
な
り
ま
す
が
、

適
切
な
時
期
に
刈
取
り
、
乾
燥
や
調
製

に
十
分
注
意
し
て
、
良
質
米
の
出
荷
に

心
掛
け
で
下
さ
い
。

。
稲
の
刈
取
り
と
乾
燥
に
つ
い
て

稲
刈
り
の
良
い
時
期
は
、
稲
穂
が
ほ

ぼ
黄
色
く
な
り
青
い
い
か
が
四

1
五
粒

残
っ
て
い
る
頃
が
、
お
米
の
た
め
に
適

O
申
し
込
み
方
法
希
望
者
は
、
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
む
こ
と
。

直
接
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
へ

し
て
い
ま
す
。

刈
り
遅
れ
る
と
米
質
が
劣
り
、
食
味

も
大
変
悪
く
な
り
ま
す
。

稲
架
干
し
は
七

1
十
日
間
程
度
と
し
、

か
与
乾
燥
の
な
い
よ
う
に
か
い
ん

J

干
し

を
し
て
下
さ
い
。

コ
ン
バ
イ
ン
で
の
刈
取
り
は
、
朝
露

が
切
れ
た
十
時
頃
か
ら
行
い
な
る
べ
く
早

目
に
乾
燥
機
に
入
れ
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

乾
燥
機
は
三
十
五
ぴ
以
下
と
し
急
激

な
高
温
乾
燥
は
避
け
て
下
さ
い
。

お
米
の
食
味
は
水
分
が
生
命
で
す
、

検
査
を
受
け
る
玄
米
は
十
四
、
五
銘

1

十
五
、

O
第
以
内
に
な
る
よ
う
心
掛
け

て
下
さ
い
。

。
も
み
す
り
調
製
に
つ
い
て

検
査
を
受
け
る
玄
米
に
、

4vrや十い

ず
米
が
混
入
し
検
査
の
等
級
が
悪
く
な

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

も
み
の
混
入
は
乾
燥
が
む
ら
で
あ
っ

た
り
、
調
製
が
不
十
分
で
あ
る
乙
と
や

も
み
す
り
能
率
の
上
げ
過
ぎ
が
原
因
で

す
。
な
お
、
検
査
を
受
け
る
玄
米
は
、

必
ず
米
選
機
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

左
記
へ
御
相
談
下
さ
い
。

山
梨
食
糧
事
務
所
甲
府
支
所

富
二
六
|
六
六
一
一
刊

副
読
紹
墨
罪
協
同
組
合
雷
七
五
上
三
一



広報しようわ 昭和 59年11月 1日発行 (8) 

だより鰍鰍鰍鰍鰍

日時 11月2日(金)

午前 10時 20分--10時 25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

日時 11月 10日(土)・ 24日(土)

午前 9時--11時30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑をど持参ください。また、 一般

健康相談は 40歳以上の方を対象に行います。

また、猫の場合は麻袋などの丈夫な袋に入れて、ヒモでし|日 時 11月 12日(月)・ 20日(火)午後 1時 30分~

中央公民館っかり封をしてください。 I場 所

持ち物 母子手帳

日 時 11月6日(火)午後 1時--2時

場 所 中央公民館 実施 日 受付時間 該 当 児 場所

該当 児 昭和 59年2月 1日~昭和 59年7月31日まで
11月13日肉

昭和58年10月生まれ

の出生児。 午後 1時 昭和59年 1月生まれ 中央

昭和 59年 2月 1日以前に生まれた子で4歳以

下の未投与者。
11月14日e7J<)

--2時 昭和59年 4月生まれ 公民館

〆〆 7月生まれ

持ち物 母子手帳・問診票

※上記の実施日比投与できなかった幼児について追加投与を

11月19日(月)、午後 1時--2時まで実施いたします。

持ち物 母子手帳・筆記用具

< 注意事項>日 時

o問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてください。

。体温は忘れずにはかつてきてくださし、。

o投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。 I場 所

〈つぎのような人は投与できません〉

1. 現在下痢をしている人、または発熱している人。

2. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

3. はしか・ BCG接種を受けてから 1ヶ月以内の人。

4. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

11月8日(木)

午後 1時--2時

中央公民館

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

実 施 日

受付時間

実施日

受付時間

場所

該当児 昭和 58年 3月 1日~昭和 58年5月31日までの l場 所

出生児、及び前回未受診児。 I該当児

持ち物 母子手帳・ 1歳6か月児健康質問票 持ち物

11月 16日(金)

午前 10:00 --午後 12:00、午後 1: 00 --午

後 3:00 

昭和町役場前

11月21日(水)

午後 1時--1時 30分

中央公民館

昭和 57年8月 1日--11月30日までの出生児。

母子手帳・歯についての質問票・毎日使って

いるコップと歯ブラシ

11月30日(金)

午後 1時--1時 30分

中央公民館

昭和 59年6月 1日--9月30日までの出生児。

母子手帳

〈タ
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生衛健保霊長議長議長銀当受諾

午後 1時.-.2時11月22日(木)

中央公民館

時

所

日

場

• 1期....一昭和57年4月 1日~昭和57年8月31

日までの出生児D

• 11期…… I期 3回を完了して 1年から 1年6

か月以内の者。

-昭和55年 9月 l日~昭和57年 3月31日までの

出生児で未接種者。

母子手帳・問診票

該当児

結核検診は年に一度は受けるよう法律で定められています。

町では下記日程lとより検診を実施しますので、該当者はもれ

なく受診してください。

〈注意事項〉

O学校、勤務先で受診される方は、町の検診を受ける必要は

ありません0

0妊娠中の方、入院中の方、歩行困難の方、その他老令など

の理由で受診できない方は、その旨を役場保健課までど連

絡ください。

。医療機関等で定期的に胸部レントゲンをとっている方は証

明書を役場保健課へ提出してください。

。どの会場でも受診できますが、受診の際には検診通知書を

必ず持参してください。

※問い合わせ 昭和町役場保健課
持ち物

<注意事項>

o前夜と当日の体温は忘れずにはかつてください。

。問診票への押印を必ずしてください。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

発熱している者、または著しい栄養障害者。

心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

~ 
内の人。

2. 

4. 

3. 

実施日 時 間 場 所

11月26日
午前 9:00--午前 10:00 西条新田公会堂

(月)
午前 10:15--午前 11:45 清水新居公会堂

午後 1:15--午後 3:30 河西の常永保育園

11月27日
午前 9:00--午前 11: 30 河東中島公会堂

午後 1:00 --午後 2:15 紙漉阿原公会堂
(火)

午後 2:30--午後 3:30 上河東二区集会所

11月28日 午前 9:00--午前 11:30 西条二区第1公会堂

(水) 午後 1:00 --午後 3:00 西条一区公会堂

11月29日 午前 9:00--午前 11:30 築地新居公会堂

(木) 午後 1:00 --午後 3:00 押越公会 堂

11月30日
午前 9:00--午前 10:00 飯喰集落センター

(金)
午前 10:15--午前 11:30 上河東公会堂

午後 1:00 --午後 3:30 昭和町中央公民館

雷 75-2111内線 28
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-E沼1.i~É藷恒厨D'Jm.~酎理掘現泊・

糖尿病にかかると次のような症状が現われ

ます。V体重の増減一いままでやせていた人

が急に太ったり、逆に肥満ぎみだった人がや

せたりする。 V多飲・多食ーのどが渇いて水

やお茶をガブ飲みするようになる。食欲が異

常に高まり、いくら食べても満たされないo

V多尿一尿の量と回数が多くなる。V皮膚の

変化一何もできていないのにカユミがあった

り、おできができやすくなる。V疲労感一全

身がだるく疲れやすい。前日の疲れがとれな

い。以上のような病状が現われたら早めに医

師の診察を受けましょう。
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献血(役場前)

社交ダンス教室(中央公民館)

ポリオ追加投与(中央公民館)

安産教室(中央公民館)

きもの着付け教室(中央公民館)

2歳児歯科検診(中央公民館)

版画教室(中央公民館)

3種混合予防接種(中央公民館)

農業まつり(公民館前駐車場)

文化祭・公民館まつり(中央公民館)

|母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

文化講演会(青木一雄氏)押原小
体育館

結核レントゲン検診

結核レントゲン検診

きもの着付け教室(中央公民館)

結核レ ン トゲン検診

版画教室(中央公民館)

結核レントゲン検診

乳児整形外科検診 (中央公民館)、町
県民税第 3期納期限、国民健康保険税
11月分納期限
結核レントゲン検診

(おもな行事)

16 
不用犬猫収集日(旧役場前)

社交ダンス教室(中央公民館)

18 

19 第 2回スポーツ広場(押原中学校
校庭)

20 
秋期ポリオ生ワクチン投与 (中央

公民館) 21 
版画教室(中央公民館)

ξP 
三ヨ

国民の祝日
勤労感謝の日23 1歳 6か月児健康相談(中央公民

館)

24 社交ダンス教室(中央公民館)

25 母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

第 3回昭和町ゲートボーノレ大会(押原
小学校校庭)、昭和町子どもまつり(押
原中学校校庭)

安産教室(中央公民館)

26 

27 

28 
乳児健康相談日(中央公民館)

税関記念日

乳児健康相談日(中央公民館)

版画教室(中央公民館)
29 

30 
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